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ITを活用し法令遵守の仕組みを構築
　　　　ドライバーを支援し効果を高める「サポート管理」
　「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）はそのルールが複雑で、運行「後」にドライバーに対して違反項目を示し、
厳しく指導するだけでは適切に守ることが難しいと考えている、菱木運送㈱（千葉県匝瑳市）の菱木博一代表取締役社長。菱木社長は、
リアルタイムの時間情報をもとに、違反する「前」に遵守を促す指示を出すシステムを自ら開発。同システムの活用を通じてドライバーを
法令遵守へと導いていく「サポート管理」の取り組みを進めている。

　菱木運送は、昭和46年に初代社長の菱木惣兵衛氏によって千葉県八日市
場市（現・匝瑳市）に設立された運送会社である。現在は八街市内にある営
業所を拠点とし、食品やペットフードなどを輸送するほか、合板資材などの
輸送も手がけている。
　平成12年 12月、それまで同社の経営を担ってきた菱木惣兵衛氏が体調
を崩したため、大学卒業後大手物流会社で勤務していた博一氏が平成13年
4月に同社に入社。同年、惣兵衛氏の逝去に伴い、同社の2代目社長に就
任した。
　博一氏は、学生時代から家業である同社の仕事の手伝いをしていたことも
あり、入社した時点で同社の仕事の内容はすでに把握していた。しかし、2
代目社長として同社を率いていくにあたり、不安に感じていたことが１つ
あったという。

　「運送会社は一度重大事故が発生すると、お客様からの信頼を一瞬で失っ
てしまいます。近年コンプライアンス意識が高まっている中で、法令遵守の
意識を強くもって経営を続けていかなければ、社会的批判を浴びることにも
なりかねません。当社の経営を守っていくためには、労務管理の徹底によっ
て安全性の高い輸送を継続し、運送会社としての社会的責任を果たしていく
ことが重要だと強く感じました」（菱木社長）

　同社の輸送は、宿泊を伴う長距離輸送が全体の4割を占めており、長距
離輸送にあたるドライバーを中心に労働時間が長くなる傾向があった。しか
し、長時間労働が続けば、運転の際の集中力や判断力が減退し、事故の発生
に繋がりかねない。そこで、同社では「自動車運転者の労働時間等の改善の
ための基準」（改善基準告示）の遵守を徹底し、事故の発生要因となる睡眠
不足や過労の防止に向けた取り組みを続けた。

■労働時間を見える化する「乗務員時計」　
　　「点呼支援ロボット」と連携し安全運行実現へ

ただ、改善基準告示の内容は複雑で、ドライ
バーや管理者の間で理解度に差が生じたほ
か、改善基準告示を守ろうという意識はあっ
ても「うっかりミス」や「勘違い」などといっ
たヒューマンエラーを完全に排除すること
は難しく、完全な形で改善基準告示遵守を徹
底させることは困難だった。菱木社長は、「ど
のようにすれば、ドライバーや運行管理者に
過度な負担感を与えることなく、効果的に改
善基準告示遵守を徹底させることができる
か」と、試行錯誤を繰り返した。その結果、
同社では15年ほど前から IT 技術を活用し、
改善基準告示の遵守をサポートする環境づ
くりに舵を切っていった。
　同社では、ドライバーや管理者が労働時間や拘束時間などをリアルタイム
に把握できるシステムを開発した。当初は、車両に搭載したデジタルタコ
グラフの情報をもとに運転時間や休憩時間などを自動計算して表示するも
の（「運転時計」）であったが、平成31年からは、導入が容易で設備投資が
少なく済むスマートフォンを車載端末として活用した「乗務員時計アプリ」
（QRコード①）に段階的に移行。現在使用されている4代目のシステムでは、
デジタコとの連携機能を除外し、スマホアプリで完結するシステムとなって
いる。
　「乗務員時計アプリ」では、車両の運転席に備え付けたスマホの画面に「連
続運転可能時間」「停止時間残余」「停止経過時間」「拘束時間残」などを表示。
連続運転可能時間は、運転開始時に「4時間」からカウントダウンを開始。「0
分」になる前に休憩を取るようにドライバーに促す。車両を停車させて休憩
に入ると、停止時間残余・停止経過時間がカウントを開始。停止時間残余が
０分になると連続運転可能時間が「0分」から「4時間」にリセットされ、
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運転を再開させることができる。そして、拘束時間の限度を超過することな
くその日の業務を終わらせるために、拘束時間残でその日の終業時間の目標
を示している。これらのデータがシステム内で自動計算され、ドライバーが
それをリアルタイムに確認することで、簡単に改善基準告示を守ることがで
きるのである。
　また、同アプリのデータは、事務所のパソコン画面でもリアルタイムで確
認することができる。パソコン画面には、乗務員名、車両の状態、車両の現
在地などのほか、拘束時間や休息・休日時間、連続運転可能時間、休憩時間、
待機時間をリアルタイムで表示。違反になる前の指導や車両の運行実態の把
握が可能になるほか、待機に伴う経過時間が管理者側で把握できるため、荷
主に対してリアルタイムで改善を依頼することが可能となった。
　さらに、同社では点呼支援ロボット「Tenko de unibo」（開発元・㈱ナ
ブアシスト）を新たに導入した（QRコード②）。ロボットの基本機能であ
る「点呼業務」のほかに、同社独自の機能として「出退勤管理機能」と「ス
マホ連携機能」を追加。例えば、休息時間が足りていない状態のままでドラ
イバーが出社した場合には、「○時○分以降に出勤してください」、連続勤務
なら「休日が取得されていません」とロボットの画面に表示され、乗務前点
呼に進むことができない。また、「乗務員時計アプリ」の運行状況データや
スマホのGPS機能で取得した速度データがロボットに転送されるため、運
行中の速度違反や連続運転時間超過などの労務違反（改善基準告示違反）が
あった際には乗務後点呼の際にロボットがドライバーにその旨を指摘し、改
善に繋げている。

　「IT 導入により、ドライバーや管理者の時間管理に対する負担を軽減させ
ることができました。また、労務管理のシステム化により、運行管理の平準
化および管理レベル維持の実現に繋がります。適切な労働時間での運行は、
交通事故の減少という効果をもたらしました。一方で、当社では70歳定年

制を導入し、高齢者でも元気に働くことのできる職場環境づくりを進めてい
ます。『乗務員時計アプリ』によって体力的に無理のない運行が可能となり、
高齢ドライバーからは『当社でなら、まだまだ仕事を頑張ることができる』
をいう声も寄せられています。ドライバーに対して必要以上にプレッシャー
をかけたり、叱ったりして、ルールを守らせるという管理手法（＝ストレス
管理）ではなく、IT を活用してドライバーの仕事に対する前向きな気持ち
を会社が支援し、『できるように導いていく』ような労務管理（＝サポート
管理）が、これからの運送会社としては大事になってくるのではないでしょ
うか」（同）

　サポート管理への取り組みを進め、ドライバーにとって働きやすい職場環
境づくりに腐心する同社。最後に、今後の取り組みについて菱木社長に聞いた。

　「我が国では労働力不足が加速しており、業界全体がドライバーの労働環
境を変えていかなければ、いずれドライバーのなり手はいなくなってしまい
ます。当社としては、IT のさらなる活用を通じてドライバーをサポートし
ていきたいと考えています。法令を遵守して安全性を一層高め、運送会社と
しての社会的責任を果たしていくことで、社会から必要とされる運送会社で
あり続けたいと思います」（同）

●「乗務員時計」「ロボット点呼」
については、YouTube に紹介
動画を掲載しています。

　　　　　　　　　QRコード      ①（乗務員時計）　　②（ロボット点呼）

　菱木社長は毎日午前2時 15分に起床し、午前中は配車
業務にあたる。午後からは積極的に社外の様々な人に会っ
て話し合いをし、アイデアを出し合うのが楽しみだという。
　最近は、千葉県内の小湊鐡道㈱のバス部門に於いて「乗
務員時計アプリ」を300台導入。バスドライバーの長時
間労働改善への取り組みも進んでいる。
　なお、同社と菱木社長はコンサルタント契約を結び、「働
きやすい職場認証制度」認証取得に向けて取り組んでいる。
　また、テレワークの浸透などトラック運送業界以外の労
働者の働き方も変わりつつある中で、菱木社長は労働管理
改善を図るための営業マン向け「セールス時計」のアイデ
アも温めているところだという。

企業プロフィール
菱木運送株式会社
代表取締役社長　菱木　博一
本　社　千葉県匝瑳市小高208
営業所　千葉県八街市八街い27-3
従業員　47人（ドライバー35人）
台　数　37台

■いろいろな人との会話を通じて
　　　　　　　　　アイデアを生み出し改善に貢献

　スマートフォン版「乗務員時計」では、
ドライバーが携帯するスマホの画面に連続
運転可能時間などが表示される

　「乗務員時計」のデータは営業所のパ
ソコンにリアルタイムで表示され、運
行実態の把握が可能となっている

　ドライバーの労務違反を的確に指導
してくれる「点呼支援ロボット」

様々な相手との会話が新たな気付きをもたら
し、貢献に繋がるアイデアの誕生に結びつく
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